
令和2年度事業報告
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

特定非営利活動法人京都運動器障害予防研究会

1.事業の成果

運動器障害の予防･治療にかかる研究と実践に努めるとともに､それに携わる人々と広く意見交換を

行うことにより､整形外科領域の障害の予防･治療の発展に寄与するという目的のため､運動器障害

予防検診事業､運動器に係る研究会等開催事業を以下のとおり実施した｡

2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 仞��ﾉ4�,磯hｼi>�vR�(A)当該事業の実施目時 嫡B假8擁���ｸ�(,ﾉLﾘ股�С��ﾉ�B�事業費 

(定款に記載 した事業) �(B)当該事業の実施場所 (C)従事者の人数 凾ﾌ金額 (単位: 千円) 

運動器障害 予防検診事 莱 仍�78*ｸ,(+�8ｨ5H�ｸ6��･令和2年11月8日 唸ｹ�,ﾈ��,x.�5�488B�380 

･丸太町リハビリテ-シ �8(986�7h8ﾘ5x4x4��

プログラム �8�984�8ｨ6ｨ6(4��トのメンバー 

･30名 售c�kﾂ�

女子プロ野球選手検 診メディカルチェ ック 唳}��)D��(ﾈ�#�?｢�Xｭｹ��*ﾈ8ｨ6�7(8ｨ6Rﾘ5b�･女子プロ野球選手 �3C2�

ヨンクリニック ･40名 售c�kﾂ�

京都府南部小学校野 球検診メディカル 唳}��)D���ﾈ�#�?｢�Y���*ﾈ-�*ﾘ,ﾈ*ｸ5ｨ985��･京都府南部小学校 野球選手 都cB�

チェック 售s�kﾂ�･600名 

京都′1､学校野球検診 唳}��9D��ﾓ8ﾈ��･京都府小学校野球 �3���

メディカルチェック 唸+ﾘ+�*(.��霹�､��-�*��選手 

(西京.乙訓地区) 售S�kﾂ�･300名 

運動器に係 る研究会等 開催事業 俐�ｧxﾊH�8橙�･令和2年11月22日 ･京都アクアアリーナ ･5名 唸�8蹕Iyﾘｧy|9d��賍Hﾞﾈｼi|9d�賍B�6x8ﾈ�ｸ6��ｹ9�5�7ﾂ��ｸ68��･�,亊h.ﾘ.���9|8�馼�"�S��kﾂ�0 

運動器障害 の予防と治 �8ｨｸX��･�,ﾉuﾉf蟹���ｯｩJﾘﾊ兩ｹd�,ﾈ､ｩJﾒ�･令和2年4月1日～令 和3年3月31日 唸�9|8�馼�*H自L｢�174 

･丸太町リハビリテ-シ 倡9j��

ヨンクリニックなど ･20名 唳W9<�.��ﾙ�B�

高齢者転倒予防法の 唳}��)D紿ﾈ��?ｨ��}����9D�8ﾈ�3�?｢�･医療従事者､一般 市民 ･不特定多数 ���

療に関する 研究事業 丶ｩJﾒ�･京都橘大学など ･10名 

肩関節疾患の新たな 保存療法の開発 唳}��)D紿ﾈ��?ｨ��}����9D�8ﾈ�3�?｢�･医療従事者､一般 ���･丸太町リハビリテ-シ 倡9j��

ヨンクリニックなど ･10名 唳W9<�.��ﾙ�B�



青少年のスポーツ障 唳}��)D紿ﾈ��?ｨ��}����9D�8ﾈ�3�?｢�･医療従事者､一般 市民 ･不特定多数 ��S��

害予防法の開発 唸ｹ�78ﾔ杏ﾉ��沙�Xｧx,�,r�S#�kﾂ�

(2)その他の事業

実施しなかった

(備考)

1 2は, (1)には特定非営利活動に係る事業, (2)にはその他の事業について区分を明らかにして記載

する｡

2　2(2)には,定款上｢その他の事業｣に関する事項を定めているものの,当該事業年度にその他の事

業を実施しなかった場合, ｢実施しなかった｣と記載する｡



令和2年度　活動計算書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

特定非営利活動法人京都運動器障害予防研究会
(単位:円)

Ⅰ経常収益
1受取会費
会員受取入会金
会員受取年会費

受取会費計
2受取寄附金
一般寄付

受取寄附金計
3受取助成金等
受取助成金

受取助成金等計
4事業収益
女子プロ野球選手検診
京都市小学校野球検診
京都府南部小学校野球検診

事業収益計
5その他収益
受取利息
雑収入

その他収益計
経常収益計

Ⅲ経常費用
1事業費

(I)人件費

人件費計
(2)その他経費

旅費交通費
会議費
業務委託費
消耗品費
賃借料
印刷製本費

その他経費計
事業費計

2管理費
(1)人件費

人件費計
(2)その他経費

保険費
消耗品費
通信費
会議費
支払手数料
インターネット関連費
雑費

その他経費計
管理費計

経常費用計
当期経常増減額

Ⅲ経常外収益
経常外収益計

Ⅳ経常外費用
経常外費用計

当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

361, 000

594, 000

1, 368, 000

0

0

1, 546, 000

85, 800

143, 990

185, 537

101, 030

234, 051

2, 296, 408

2, 448, 038

81, 383

5, 174,622



令和2年度　貸借対照表

令和3年3月31日現在

特定非営利活動法人京都運動器障害予防研究会

(単位:円) 

科目 仞�ｧ｢�

Ⅰ資産の部 1流動資産 現預金 迭ﾃSsrﾃ��R�5,577,005 迭ﾃSsrﾃ��R�

現金 �#ィﾃ涛��

預金(ゆうちよ総合口座) 釘ﾃs�rﾃ#Cb�

預金(ゆうちよ振替口座) 未収入金 流動資産合計 2固定資産 (I)有形固定資産 有形固定資産計 (2)無形固定資産 無形固定資産計 鉄sBﾃsc����ｲ�

0 0 0 0 0 0 

0 

(3)投資その他の資産 

投資その他の資産計 固定資産合計 資産合計 Ⅲ負債の部 1流動負債 未払金 流動負債合計 2固定負債 固定負債合計 負債合計 Ⅲ正味財産の部 前期繰越正味財産額 

321,000 

321,000 

321,000 

0 

0 

5,174,622 

5,256,005 

当期正味財産増減額 正味財産合計 負債及び正味財産合計 �81,383 

5,577,005 



令和2年度　財産目録

令和3年3月31日現在

特定非営利活動猿人京都運動器障害予防研究会

(単位:円)

Ⅰ資産の部

1流動資産

現金預金

手元現金

ゆうちょ銀行普通預金

ゆうちょ銀行振替日座

未収入金

流動資産合計

2固定資産
(1)有形固定資産

有形固定資産計
(2)無形固定資産

無形固定資産計
(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

Ⅲ負債の部

1流動負債

未払金

流動負債合計

2固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産

0

　

6

　

9

　

0

9

　

4

　

6

9

　

2

　

7

4

　

　

7

　

　

4

8

　

　

1

　

　

7

2

　

　

7

　

　

5

4



財務諸表の注記:事業別収益および費用の内訳

運動器障害予防検診事業 劔刮^動器障害の予防と治療に関する研究事業 

京都市西部 一部未開催 仍�79Wｹ>ﾉYB�京都市 未開催 俘)nﾉ���j(､ｨﾜ2�女子プロ 仍�78*ｸ,(+��投球障害予防 俘)~竟"�肩疾患 ��(晳D�5�7ﾈ�ｸ62�

経常収益 倬hｼh�傭�594,000 ��ﾃ3cづ���� ��361,000 �� �� ��

経常収益計 鉄釘ﾃ����1,368,000 �� �3c�ﾃ���� �� �� 

経常費用 ��ﾈﾈ��� �� �� �� �� ��

旅費交通費 会議費 諸謝金 業務委託費 その他徒費 消耗品費 賃借料 印刷製本黄 雑費 �3��ﾃ����569,000 ��Rﾃ����5,000 ����ﾃ����3-17,000 �� ��150,000 

43,400 �� ��42,400 �� �� 

143,990 �� �� ��

20,000 ��20,000 �#�ﾃ��r�124,630 �� ��

54,43.0 鼎bﾃc��� �� �� �� 

97,204 ��3bﾃイr� �� �� �� 

経常費用計 �3��ﾃ����764,034 �#�づCCr�5,000 �3C2ﾃ涛��380,307 ��#Bﾃc3�� ��･150,000 

当期経常増減額 �284,000 田�2ﾃ田b�-218,447 蔦Rﾃ����17,010 蔦3��ﾃ3�r�-124,630 �� 蔦�S�ﾃ����



繭軍襲撃慶の軍閥役員名籍

令和2年4月1日から令和3年3月31[はで

特定非営利洛勘故人深部運動潜障寄予防研究会

住所又は居所

立入　寛敏

光嬢　達也

副理事長

副理事長

森原　鍵

生駒　和也

就任期間 韓朝を受けた期間

平成31年4月]日から

令和2年3月3】日まで

平成31年4月l日から

令和2年3月31日まで

平成31年4月1日から

令和2年3月31日まで

平成31年4月l日から

令和2年3月31日まで

平成3】年4月1日から

令和2年3月31日まで

平成31年4月1日から

令和2年3月31日まで

平成31年4月l日から

令和2年3月31日まで

平成31年4月I Elから

令和2年3月31日まで

平成31年4月1日から

令和2年3月31日まで

平成3】年4月1日から

令和2率3月31日まで

平成31年4月1日から

令和2年3月31日まで

報酬無し

報酬無し

報酬無し

報酬無し

報酬無し

報酬無し

報表別無し

報酬無し

報酬無し



(備考)

1　r氏名.I , r住所又は居所). T就任期剛及びr報酬を受けた期間｣は,全ての役員につい

て記載する｡

2　r氏名j , r住所又は屠所jの欄に軌京都市特定非営利洛動促進絵施行条例第3条第2項に

･掲げる苔面(住民票等)によって証された氏名,住所又は居所を記載する.

3　r報酬を受けた期間｣の欄には,報酬を受けたことがある役員はその期間を,報酬を受けなか

った役員についてはr報酬無Lj　と,それぞれ記載する｡



前事業年度の社員のうち1 0人以上の者の名辞

令和3年3月31日現在

特定非営利陪勤続入　京都運動罪障賓予防研究会

(備考)

1前事業年度の末日現在における社員のうち1 0人以上の者の氏名及び住所又は居所を記載す

る0

2　1 0人血ヒであれば社員全員を記載する必要はない｡


